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一口
メモ

●●● 皆さまのご意見に対する町側の答えです●●●

煙のこわさを体感

今
回
は
、
11
月
14
日 

発
地
市
庭
、
15
日 

大
日
向
公
民
館
、
16
日 

南
ヶ
丘
公
民
館
の
３
会
場
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

議
会
で
は
、
活
動
の
様
子
を
地
域
に
出
向
い
て
住
民
の
み
な
さ
ん
に
報
告
・
説
明
し
、
議
会
に
対
す
る
意
見
や
提
言
を

直
接
お
聞
き
し
て
、
政
策
立
案
へ
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

「
ま
ち
づ
く
り
を
語
る
会
」
よ
り

問　

新
し
い
中
学
校
校
舎

の
一
部
で
不
具
合
が
生
じ

て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、

対
応
は
。
ま
た
、
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
サ
ッ
カ
ー
の
公
式

大
会
は
で
き
る
か
。

教
育
次
長　

設
計
業
者
・

施
工
業
者
含
め
て
協
議
し
、

対
処
す
る
。
サ
ッ
カ
ー
は

佐
久
大
会
規
模
の
試
合
は

開
催
で
き
る
。

問　

体
験
型
の
防
災
訓
練

は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

消
防
課
長　

28
年
度
は
体

験
型
防
災
訓
練
を
実
施
し

た
。
今
後
は
要
支
援
者
参

加
の
体
験
型
防
災
訓
練
が

必
要
と
考
え
る
。

問　

Ｇ
７
交
通
大
臣
会
合

に
か
か
っ
た
町
の
費
用
と

経
済
効
果
は
。

企
画
課
長　

現
在
精
算
中

だ
が
、
お
よ
そ
４
１
０
０

万
円
ほ
ど
で
あ
る
。
経
済

効
果
は
種
ま
き
の
段
階
で

あ
り
、
す
ぐ
に
効
果
が
出

る
も
の
で
は
な
い
。

問　

組
織
改
革
で
、
住
民

が
多
く
利
用
す
る
課
は
庁

舎
内
に
移
す
な
ど
、
利
便

性
を
良
く
で
き
な
い
か
。

総
務
課
長　

例
え
ば
教
育

関
係
は
、
幼
稚
園
、
保
育

園
、
小
中
学
校
を
合
わ
せ

て
教
育
委
員
会
と
す
る
な

ど
住
民
に
わ
か
り
や
す
い

組
織
改
革
を
実
施
す
る
。

現
在
の
庁
舎
は
手
狭
な
ど
、

難
し
い
面
も
あ
る
が
、
将

来
、
庁
舎
を
建
設
す
る
際

に
は
住
民
の
意
見
な
ど
を

聞
き
、
検
討
す
る
。

問　

西
地
区
か
ら
中
学
へ

の
通
学
路
に
な
っ
て
い
る

国
道
等
は
、
自
転
車
通
学

す
る
生
徒
に
と
っ
て
は
段

差
な
ど
、
危
険
な
箇
所
が

あ
る
の
で
改
善
し
て
ほ
し

い
。

語ろう
あなた

の思い議
会
で
は

活

直
接
お
聞
き
し
て

語ろう
あなた

の思い

問消
防
課
長

問 企
画
課
長

中
学
校
校
舎
・

中
学
校
校
舎
・

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
は

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
は

問

問教
育
次
長

体
験
型

体
験
型

　

防
災
訓
練
を

　

防
災
訓
練
を

Ｇ
７
の
費
用
と

Ｇ
７
の
費
用
と

経
済
効
果
は

経
済
効
果
は

住
民
目
線
に
立
っ
た

住
民
目
線
に
立
っ
た

組
織
改
革
を

組
織
改
革
を

建
設
課
長　

国
道
に
関
し

て
は
国
、
県
に
整
備
を
要

望
し
て
い
く
。

問　

大
日
向
付
近
の
道
路

の
Ｕ
字
溝
に
ふ
た
を
し
て

も
ら
い
た
い
。

建
設
課
長　

現
在
の
Ｕ
字

溝
は
ふ
た
が
で
き
な
い
構

造
な
の
で
補
修
時
期
が
来

た
時
に
変
更
す
る
予
定
で

あ
る
。

通
学
路
の
整
備
を

通
学
路
の
整
備
を

危
険
な
Ｕ
字
溝

危
険
な
Ｕ
字
溝

に
ふ
た
を

に
ふ
た
を

問

問総
務
課
長

建
設
課
長

建
設
課
長

「要支援者参加の体験型防災訓練」　実際に高齢者、障がい者、妊産婦、外国人等
にも参加してもらう防災訓練のことです。

一口
メモ

今年度実施された体験型防災訓練今年度実施された体験型防災訓練
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問　

防
災
無
線
が
ど
こ
で

も
聞
こ
え
る
よ
う
に
し
て

ほ
し
い
。
メ
ー
ル
配
信
も

使
え
な
い
人
は
多
い
。

総
務
課
長　

聞
き
取
り
づ

ら
い
地
域
の
た
め
に
今
後

は
電
話
応
答
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
を
促
進
し
て
い
く
。

な
お
、
以
前
は
女
性
の
声

で
聞
き
に
く
い
と
の
意
見

が
あ
っ
た
の
で
、
男
性
職

員
の
声
で
放
送
す
る
な
ど
、

な
る
べ
く
聞
き
や
す
く
し

て
い
る
。

問　

下
水
道
取
り
込
み
工

事
に
よ
る
道
路
の
へ
こ
み

で
、
大
型
車
の
通
行
時
に

大
き
な
音
が
す
る
が
。

建
設
課
長　

場
所
は
確
認

し
た
の
で
、
必
要
に
応
じ

て
修
繕
し
た
い
。

問　

町
道
に
出
て
い
る
立

木
の
枝
は
人
や
車
に
あ
た

る
と
危
険
で
あ
る
が
、
切

れ
な
い
か
。

建
設
課
長　

立
木
の
所
有

者
に
は
町
か
ら
連
絡
し
て

枝
を
切
る
よ
う
要
請
し
て

い
る
。

問　

住
宅
街
の
道
を
舗
装

し
て
も
ら
え
な
い
か
。　

建
設
課
長　

町
道
は
基
準

を
設
け
舗
装
工
事
を
実
施

し
て
い
る
。
私
道
に
つ
い

て
は
舗
装
で
き
な
い
。

問　

河
川
に
ご
み
が
た
ま

っ
て
い
る
。
町
に
清
掃
を

頼
め
な
い
か
。

　
　
　
　
　

一
・
二
級
河

川
以
外
に
つ
い
て
は
町
で

管
理
し
て
い
る
が
、
地
元

の
皆
さ
ん
に
も
清
掃
等
を

協
力
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

問　

発
地
市
庭
で
将
来
的

に
ジ
ャ
ム
な
ど
に
加
工
し

て
売
る
こ
と
は
可
能
か
。

観
光
経
済
課
長　

販
売
ル

ー
ト
を
確
保
す
る
な
ど
関

係
者
と
研
究
が
必
要
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
課
内
で
検

討
に
入
っ
て
い
る
。

問　

町
は
発
地
市
庭
の
運

営
に
関
係
し
て
い
な
い
の

か
。

観
光
経
済
課
長　

指
定
管

理
者
が
運
営
し
て
い
る
が
、

月
に
１
回
運
営
協
議
会
を

開
催
す
る
な
ど
関
わ
り
を

持
っ
て
い
る
。

問　

発
地
市
庭
の
ス
タ
ッ

フ
の
接
客
対
応
を
改
善
し

て
ほ
し
い
。

観
光
経
済
課
長　

改
善
に

向
け
研
修
や
ス
タ
ッ
フ
ミ

ー
テ
ィ
ン
グ
等
を
行
っ
て

い
る
。

問　

発
地
市
庭
で
イ
ベ
ン

ト
が
あ
る
と
周
辺
の
道
路

渋
滞
が
ひ
ど
い
。
釜
の
橋

も
狭
く
大
型
バ
ス
の
す
れ

違
い
が
で
き
な
い
。
渋
滞

や
事
故
が
お
き
な
い
よ
う

交
通
対
策
を
し
て
ほ
し
い
。

建
設
課
長　

県
が
管
理
す

る
道
路
な
の
で
、
状
況
を

伝
え
る
。
釜
の
橋
か
ら
鳥

井
原
に
か
け
て
は
、
歩
道

の
拡
幅
計
画
が
あ
る
。

生
活
環
境
課
長　

区
の
要

望
に
よ
り
注
意
喚
起
す
る

看
板
等
を
設
置
し
て
い
る
。

問　

バ
イ
パ
ス
と
町
道
と

の
交
差
点
は
右
折
待
ち
の

車
に
よ
り
渋
滞
す
る
。
右

折
車
線
の
設
置
な
ど
対
策

を
考
え
て
ほ
し
い
。

立
木
の
枝
切
り
は

立
木
の
枝
切
り
は

問

建
設
課
長

防
災
無
線
の

防
災
無
線
の改

善
を

改
善
を

道
路
の
段
差

道
路
の
段
差

に
よ
る
騒
音
は

に
よ
る
騒
音
は

河
川
の
ご
み
清
掃
を

河
川
の
ご
み
清
掃
を

住
宅
街
の

住
宅
街
の

道
路
舗
装
は

道
路
舗
装
は

発
地
市
庭
で
の

発
地
市
庭
で
の

加
工
販
売
は

加
工
販
売
は

発
地
市
庭
の
運
営
は

発
地
市
庭
の
運
営
は

発
地
市
庭
ス
タ
ッ
フ
の

発
地
市
庭
ス
タ
ッ
フ
の

対
応
改
善
を

対
応
改
善
を

バ
イ
パ
ス
交
差
点

バ
イ
パ
ス
交
差
点

の
右
折
対
策
を

の
右
折
対
策
を

総
務
課
長

建
設
課
長

建
設
課
長

建
設
課
長

建
設
課
長

問

問問

観
光
経
済
課
長

観
光
経
済
課
長

観
光
経
済
課
長

問

問

問

問問

問

「一級河川、二級河川」　一・二級河川は国または県が管理、それ以外の河川を普通河
川といい、町が管理しています。

県
道
の
渋
滞
は

県
道
の
渋
滞
は

たいへん迷惑なはみ出した枝

皆さんの協力で管理を

生
活
環
境
課
長

一口
メモ

「まちづくりを語る会」より
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「まちづくりを語る会」より
生
活
環
境
課
長　

土
地
の

取
得
、
道
路
改
良
等
課
題

は
多
く
、
渋
滞
す
る
時
期

も
一
時
的
で
あ
り
難
し
い
。

問　

熊
の
出
没
が
多
い
。

追
い
払
う
だ
け
で
な
く
、

処
分
も
含
め
て
し
っ
か
り

し
た
対
策
を
と
れ
な
い
か
。

観
光
経
済
課
長　

繰
り
返

し
出
没
す
る
熊
は
処
分
す

る
な
ど
、
で
き
る
対
策
は

と
っ
て
い
る
。

問　

子
育
て
勤
労
世
帯
が

安
心
し
て
住
め
る
町
営
住

宅
の
建
設
を
望
む
。

住
民
課
長　

現
在
空
い
て

い
る
町
営
住
宅
へ
の
入
居

を
勧
め
て
い
る
。
新
た
な

町
営
住
宅
を
建
設
す
る
予

定
は
な
い
。

問　

循
環
バ
ス
の
時
刻
は
、

し
な
の
鉄
道
と
の
乗
り
継

ぎ
を
考
慮
し
て
ほ
し
い
。

生
活
環
境
課
長　

し
な
の

鉄
道
の
ダ
イ
ヤ
改
正
に
合

わ
せ
て
、
可
能
な
限
り
調

整
し
て
い
る
。

問　

町
で
高
齢
者
の
グ
ル

ー
プ
ホ
ー
ム
の
建
設
は
考

え
て
い
な
い
か
。

保
健
福
祉
課
長　

介
護
従

事
者
不
足
が
全
国
的
な
問

題
と
な
っ
て
い
る
な
か
、

施
設
を
建
設
の
う
え
町
直

営
と
な
る
と
課
題
が
多
く

難
し
い
。
高
齢
者
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
に
つ
い
て
は
29

年
度
に
３
床
の
増
床
計
画

と
な
っ
て
い
る
。
現
状
で

町
内
で
の
不
足
は
差
し
迫

っ
て
い
な
い
。

問　

当
町
に
空
き
家
バ
ン

ク
制
度
は
あ
る
か
。

観
光
経
済
課
長　

町
に
制

度
は
な
い
が
、
商
工
会
と

連
携
し
、
空
き
店
舗
な
ど

の
情
報
提
供
に
つ
い
て
協

議
し
て
い
く
予
定
は
あ
る
。

問　

古
い
別
荘
な
ど
空
き

家
の
所
有
者
に
連
絡
を
取

っ
て
い
る
か
。

生
活
環
境
課
長　

倒
壊
の

危
険
性
の
あ
る
建
物
に
つ

い
て
は
連
絡
し
て
い
る
。

問　

木
も
れ
陽
の
里
で
は

廊
下
で
相
談
な
ど
話
を
し

て
い
る
が
。

保
健
福
祉
課
長　

窓
口
対

応
が
難
し
い
場
合
、
椅
子

を
設
け
て
話
を
し
て
い
た

が
、
今
後
は
で
き
る
だ
け

熊
対
策
の
強
化
を

熊
対
策
の
強
化
を

空
き
家
バ
ン
ク
制
度
は

空
き
家
バ
ン
ク
制
度
は

子
育
て
世
帯
の

子
育
て
世
帯
の

町
営
住
宅
を

町
営
住
宅
を

循
環
バ
ス
の

循
環
バ
ス
の

時
刻
改
正
は

時
刻
改
正
は

町
営
グ
ル
ー
プ

町
営
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
は

ホ
ー
ム
は

問　

ま
ち
づ
く
り
を
語
る

会
の
参
加
人
数
が
少
な
い
。

時
間
や
実
施
方
法
な
ど
の

工
夫
が
必
要
で
は
。

　
　

開
催
場
所
を
変
え
る

な
ど
し
て
い
ま
す
が
、
今

後
は
開
催
時
間
や
曜
日
、

方
法
な
ど
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

問　

議
員
も
情
報
公
開
に

つ
い
て
取
り
組
ん
で
ほ
し

い
が
。

　
　

町
議
会
に
は
、
す
で

に
「
軽
井
沢
町
議
会
情
報

公
開
条
例
」
が
あ
り
、
公

開
を
進
め
て
い
ま
す
。

古
い
空
き
家

古
い
空
き
家対策

は

対
策
は

木
も
れ
陽
の
里
で
の

木
も
れ
陽
の
里
で
の

相
談
対
応
は

相
談
対
応
は

問住
民
課
長

問 生
活
環
境
課
長

生
活
環
境
課
長

観
光
経
済
課
長

問

問

問

問 問生
活
環
境
課
長

保
健
福
祉
課
長

保
健
福
祉
課
長

行動監視のため電波発信器を装着

観
光
経
済
課
長

※
議
会
に
対
し
て
も
意
見

を
い
た
だ
き
ま
し
た
の

で
、
お
答
え
い
た
し
ま

す
。

ま
ち
づ
く
り
を

ま
ち
づ
く
り
を

語
る
会
へ
の
参
加
は

語
る
会
へ
の
参
加
は

議
会
の
情
報
公
開
は

議
会
の
情
報
公
開
は

「空き家バンク」　地方公共団体が住民から空き家登録を募り、空き家利用を希望
する人に情報提供することです。

問問 答答

写真提供：ピッキオ写真提供：ピッキオ

一口
メモ

南ヶ丘公民館南ヶ丘公民館 大日向公民館大日向公民館 発地市庭発地市庭

相
談
室
で
行
う
よ
う
に
す

る
。
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し
の
高
齢
者
・
高
齢
者

の
み
の
世
帯
な
ど
の
情

報
が
な
く
支
援
が
で
き

な
い
。

▼
担
当
す
る
方
の
死
亡
や

突
然
の
施
設
入
所
に
つ

い
て
行
政
か
ら
の
情
報

が
な
く
対
応
で
き
な
い
。

▼
民
生
委
員
の
担
い
手
を

探
し
、
リ
ー
ダ
ー
養
成

を
す
る
必
要
が
あ
る
。

▼
交
通
弱
者
へ
の
対
策
が

急
務
。

▼
高
齢
者
・
子
ど
も
な
ど

あ
ら
ゆ
る
世
代
が
集
え

る
場
が
ほ
し
い
。

▼
児
童
館
を
午
前
中
通
い

の
場
と
し
て
は
ど
う
か
。

▼
通
い
の
場
を
運
営
す
る

人
材
の
確
保
が
必
要
。

　

民
生
委
員
の
役
割
を
住

民
に
周
知
さ
せ
る
こ
と
で
、

活
動
に
含
ま
れ
る
家
庭
訪

問
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
り
、

各
家
庭
と
の
連
携
も
ス
ト

レ
ス
な
く
で
き
る
よ
う
に

な
る
。

　

ま
た
、
取
扱
い
の
難
し

い
個
人
情
報
で
は
あ
る
が
、

委
員
の
活
動
に
は
必
要
不

可
欠
な
の
で
、
守
秘
義
務

が
あ
る
委
員
に
は
あ
る
程

度
の
情
報
提
供
が
望
ま
れ

る
。

▼
民
生
委
員
・
主
任
児
童

委
員
の
周
知
が
徹
底
さ

れ
て
い
な
い
た
め
、
活

動
が
し
に
く
い
。

▼
個
人
的
な
部
分
に
ど
こ

ま
で
踏
み
込
ん
で
い
い

の
か
、
模
索
し
て
い
る
。

▼
秘
密
保
持
で
生
じ
る
負

担
軽
減
の
た
め
、
民
生

委
員
自
身
の
心
の
ケ
ア

が
必
要
で
あ
る
。

▼
現
在
、
支
援
が
必
要
な

方
は
自
ら
保
健
福
祉
課

へ
申
告
す
る
方
法
が
取

ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ

は
妥
当
な
も
の
か
疑
問
。

そ
の
方
法
も
周
知
が
さ

れ
て
い
な
い
。

▼
個
人
情
報
保
護
条
例
の

制
約
が
あ
り
、
担
当
地

域
の
児
童
や
生
徒
の
い

る
家
庭
・
ひ
と
り
暮
ら

～ひとつのテーマをさらに深く～

民
生
委
員
と
は

議員懇談会
軽井沢町民生福祉委員協議会

28年 11月 18日（金）　15:00 ～ 17:00
中央公民館1F講義室

い
る
世
帯
、
児
童
・
妊

産
婦
・
ひ
と
り
親
家
庭

な
ど
の
状
況
把
握
（
家

庭
訪
問
や
地
域
で
の
情

報
収
集
な
ど
）

②
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
福
祉

サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
情
報

提
供

③
児
童
の
登
下
校
時
の
声

か
け
、
パ
ト
ロ
ー
ル
活

動
な
ど

義
務　

個
人
の
私
生
活
に

立
ち
入
る
こ
と
も
あ
る

た
め
、
活
動
上
知
り
得

た
情
報
に
つ
い
て
守
秘

義
務
が
あ
る
。

身
分　

厚
生
労
働
大
臣
か

ら
委
嘱
さ
れ
た
非
常
勤

の
特
別
職
地
方
公
務
員
。

任
期　

３
年

活
動
内
容　

地
域
ご
と
に

担
当
し
、
高
齢
者
や
障

が
い
が
あ
る
方
の
福
祉

に
関
す
る
こ
と
、
子
育

て
な
ど
の
不
安
に
関
す

る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
・

支
援
を
実
施
。
必
要
に

応
じ
た
家
庭
訪
問
。

相
談
事
例

①
高
齢
者
や
障
が
い
者
の

懇
談
会
で
出
さ
れ
た
意
見

身
分

任
期

活
動
内
容

相
談
事
例

義
務

【懇談の目的】
当町における高齢者福祉の現況と課題
に耳を傾け、今後の福祉政策の確立に
役立てる。
【参加者】
軽井沢町民生福祉委員協議会民生委員　36名

軽井沢町議会議員　13名

福祉向上のカギを求めて

考　

察

「通いの場」　高齢者が容易に通える範囲で、介護予防や閉じこもり予防のために体操
や語らい、趣味などを行う場所のことです。

一口
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「心のバリアフリー教育」　偏見や固定観念など心の中に潜む目に見えない壁をな
くし、年齢、性別、障がい、国籍の違いに関わらず誰もが住みやすい社会をつく
ることを学ぶことです。

小浅間山頂からの初日の出

一般質問
町
へ
の
提
言
!!

内容に関しては、文字数に制限があるので要約して載せてあります。内容に関しては、文字数に制限があるので要約して載せてあります。
議会中継映像は、議会ホームページで視聴できます。議会中継映像は、議会ホームページで視聴できます。

12月会議では、10人の議員が一般質問を行いました。12月会議では、10人の議員が一般質問を行いました。

市村　守 ●町内の河川の現況と管理状況は
●農業振興地域整備計画は （７ページ）

遠山隆雄 ●リゾート会議都市推進の考えは
●新年度予算は （８ページ）

利根川 泰三 ●町民等からG7大臣会合の感想や評価を聞
く予定は （９ページ）

横須賀 桃子
●子ども達と教職員へ脳しんとうの危険性の周知徹底を
●「長野県子どもを性被害から守るための条例」の周知を
●軽井沢病院職員の連携やコミュニケーションを

（10ページ）

川島 さゆり ●女性の防災対策意見交換会を実施できないか
●胃がんリスク検診で胃がん撲滅を （11ページ）

西　千穂 ●側溝清掃の方法について周知がないが
●オープンデータの取り組みは （12ページ）

押金洋仁 ● G7会合を終えて今後のリゾート会議都市のあり方は
●別荘地景観保持のための有効活用を （13ページ）

土屋　浄 ●子どもの貧困対策をさらに進めては
●民生・児童委員に情報を隠していていいのか （14ページ）

篠原公子 ●共生社会実現にむけ「心のバリアフリー教育」が必要と考えるが
●厚労省は精神的に不安定な産後うつの予防体制を発表したが （15ページ）

寺田 和佳子 ●組織改革で児童館・保育園が教育委員会の所管になる意義はなにか
●しなの鉄道のダイヤの改善は （16ページ）

＜１日目＞
12月５日

＜２日目＞
12月６日

軽井沢町議会 検索

一口メモ
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一 般 質 問

問　

見
直
し
に
よ
り
耕
作

放
棄
地
解
消
に
つ
な
が
る

か
。

観
光
経
済
課
長　

直
接
つ

な
が
る
と
は
考
え
に
く
い

が
、
今
回
、
地
域
ブ
ラ
ン

ド
を
活
か
し
た
６
次
産
業

化
を
け
ん
引
す
る
新
し
い

観
光
産
業
の
展
開
、
地
域

産
業
の
活
用
化
等
を
整
備

計
画
に
組
み
入
れ
た
こ
と

に
よ
り
、
遊
休
農
地
及
び

耕
作
放
棄
地
の
解
消
に
つ

な
が
る
も
の
と
考
え
る
。

問　

農
業
振
興
地
域
内
の

農
用
地
の
見
直
し
の
進
捗

状
況
は
。

観
光
経
済
課
長　

基
礎
調

査
に
基
づ
き
、
図
面
へ
の

転
記
、
現
地
確
認
を
実
施

し
、
農
用
地
除
外
等
に
つ

い
て
整
備
促
進
協
議
会
へ

諮
問
し
、
了
承
を
得
た
が
、

最
終
的
に
は
県
の
許
可
が

必
要
と
な
る
。

る
場
合
は
そ
の
都
度
発
生

の
恐
れ
の
あ
る
場
所
な
ど

を
点
検
す
る
。

観
光
経
済
課
長　

農
業
用

水
は
農
業
委
員
等
の
要
望

受
け
年
次
計
画
を
立
て
て

い
る
。
点
検
は
農
業
委
員
、

職
員
に
よ
る
巡
回
を
実
施
。

問　

河
川
の
草
木
等
の
除

去
対
策
は
。

建
設
課
長　

河
川
内
の
流

路
を
阻
害
し
て
い
る
草
木

が
確
認
さ
れ
た
場
合
、
随

時
撤
去
し
て
い
る
。
堆
積

し
た
土
砂
等
の
し
ゅ
ん
せ

つ
作
業
に
つ
い
て
は
計
画

的
に
実
施
し
て
い
る
。

問　

町
内
で
発
生
し
た
土

砂
崩
落
を
受
け
て
町
で
は

河
川
の
点
検
な
ど
安
全
確

認
の
対
策
を
講
じ
た
か
。

建
設
課
長　

県
管
理
の
一

級
河
川
以
外
で
建
設
課
管

理
と
な
る
全
河
川
を
歩
い

て
安
全
を
確
認
し
た
。

観
光
経
済
課
長　

用
水
路

の
つ
ま
り
の
部
分
や
離
山

用
水
等
、
主
要
な
用
水
の

確
認
を
し
た
。　
　

問　

町
の
河
川
管
理
計
画

や
点
検
の
実
施
は
。

建
設
課
長　

日
常
業
務
で

目
視
に
よ
り
確
認
す
る
。

台
風
の
接
近
が
想
定
さ
れ

「農用地除外」　農業振興地域内の農用地を、農用地以外の農地に変更することです。
また、農地以外の用途に変更する際は、農地法等の許可が必要です。

計画的な清掃で安全な河川に

町内の河川の
現況と管理状況は

市 村　 守

町内用水などを点検し、安全を確認観光経済
課長

問建
設
課
長

建
設
課
長

建
設
課
長

観
光
経
済
課
長

観
光
経
済
課
長

問

問

これで農地に戻せるか？

農
業
振
興
地
域

整
備
計
画
は

観
光
経
済
課
長

観
光
経
済
課
長

問

問

一口
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一 般 質 問

の
都
市
と
い
ろ
ん
な
形
で

誘
致
合
戦
を
し
て
も
、
太

刀
打
ち
で
き
な
い
。
そ
こ

に
は
軽
井
沢
の
や
り
方
が

あ
る
と
思
う
。

　

数
人
の
職
員
を
置
き
、

多
少
の
予
算
措
置
を
し
て

誘
致
し
て
も
大
き
な
効
果

は
得
ら
れ
な
い
。

　

だ
れ
も
が
知
る
「
軽
井

沢
」
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
を

使
っ
て
発
信
し
て
い
く
こ

と
が
良
い
と
思
う
。

　

そ
の
具
体
的
な
方
法
は
、

こ
れ
か
ら
い
ろ
い
ろ
と
考

え
て
い
く
。

問　

29
年
度
予
算
は
、
特

色
あ
る
予
算
編
成
方
針
と

な
っ
て
い
る
の
か
。

財
政
課
長　

健
全
財
政
の

堅
持
に
配
慮
し
た
適
切
な

予
算
編
成
と
し
、
特
に
、

歳
出
全
般
の
見
直
し
を
行

い
、
物
件
費
・
維
持
管
理

経
費
な
ど
の
経
常
経
費
は
、

27
年
度
決
算
の
水
準
を
目

標
に
、
歳
出
の
抑
制
と
重

問　

交
通
大
臣
会
合
の
経

験
を
生
か
し
、
今
後
の
会

議
都
市
推
進
及
び
町
の
発

展
に
つ
な
げ
て
い
く
、
と

し
て
い
る
が
具
体
的
内
容

は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
か
。

問

「新幹線ＢＯ消雪施設」　「ＢＯ」はBridge Over（跨線橋）の略語で、新幹線跨線橋
に積もった雪を溶かす施設のことです。

町
長　

今
回
の
Ｇ
７
交
通

大
臣
会
合
は
、
軽
井
沢
ブ

ラ
ン
ド
に
よ
り
開
催
さ
れ

た
も
の
と
考
え
る
。

　

今
回
の
実
績
は
あ
る
も

の
の
、
今
後
も
予
算
を
使

い
、
人
材
を
配
置
し
、
他

点
化
及
び
効
率
化
を
考
慮

し
た
積
算
と
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
は
財
政
課

の
予
算
査
定
が
始
ま
る
前

に
、
査
定
方
針
を
各
課
に

示
し
、
査
定
を
実
施
す
る
。

問　

新
年
度
予
算
編
成
に

基
づ
く
重
点
施
策
は
ど
の

よ
う
な
も
の
か
。

町
長　

継
続
事
業
で
は
、

①
町
の
各
施
設
や
道
路
・

橋
梁
等
の
維
持
管
理
、
②

河
川
整
備
の
推
進
、
③
借

宿
バ
イ
パ
ス
線
の
整
備
、

④
庁
内
電
算
の
シ
ス
テ
ム

入
れ
替
え
、
⑤
防
災
無
線

の
デ
ジ
タ
ル
化
事
業
推
進
、

⑥
軽
井
沢
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ

イ
ン
の
具
現
化
で
あ
る
。

新
規
事
業
と
し
て
①
組
織

改
革
に
伴
う
円
滑
な
移
行

・
改
革
、
②
雲
場
池
の
し

ゅ
ん
せ
つ
工
事
、
③
新
幹

線
Ｂ
Ｏ
消
雪
施
設
改
修
工

事
、
④
三
世
代
同
居
支
援

の
補
助
制
度
実
施
、
⑤
高

齢
者
運
転
免
許
の
自
主
返

納
の
働
き
か
け
を
重
点
施

策
と
し
た
。

町
長

財
政
課
長

問

問

リゾート会議都市
推進の考えは

遠 山 隆 雄

軽井沢ブランドを使い具体的にこれから
いろいろ考えたい町 長

この実績を生かし次への行動を

町
長

　

新
年
度
予
算
は

一口
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一 般 質 問

経
済
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
。

把
握
し
て
い
る
の
は
１
点
。

問　

海
外
メ
デ
ィ
ア
は
今

回
の
会
合
を
ど
の
よ
う
に

評
価
し
て
い
る
の
か
。

企
画
課
長　

海
外
メ
デ
ィ

ア
の
反
響
に
つ
い
て
は
特

段
聞
い
て
い
な
い
。

問　

今
回
の
会
合
に
よ
る

経
済
効
果
は
。

町
長　

直
接
的
な
経
済
効

果
で
は
な
く
、
将
来
に
向

け
て
の
経
済
効
果
を
生
む

催
事
で
あ
っ
た
。

問　

交
通
規
制
等
に
よ
る

来
軽
者
減
の
マ
イ
ナ
ス
メ

リ
ッ
ト
の
説
明
が
不
足
し

て
い
た
の
で
は
。

企
画
課
長　

開
催
に
よ
る

経
済
的
な
デ
メ
リ
ッ
ト
の

予
想
は
し
て
い
な
か
っ
た
。

問　

交
通
規
制
等
の
表
示

で
来
軽
者
が
減
っ
た
が
。

企
画
課
長　

交
通
混
雑
緩

和
へ
の
協
力
は
表
示
し
た

が
、
規
制
は
し
て
い
な
い
。

表
示
が
功
を
奏
し
て
い
た
。

問　

参
加
大
臣
に
よ
る
町

内
の
観
光
は
。

企
画
課
長　

イ
タ
リ
ア
と

ド
イ
ツ
の
代
表
団
が
町
内

の
視
察
を
行
っ
た
。
当
町

で
国
際
級
の
会
議
が
開
催

で
き
る
こ
と
の
ア
ピ
ー
ル

が
一
番
の
目
的
。

問　

Ｇ
７
交
通
大
臣
会
合

を
実
施
し
た
感
想
や
評
価

を
町
民
や
住
民
か
ら
聴
取

す
る
予
定
は
。

企
画
課
長　

住
民
か
ら
広

く
聴
取
す
る
予
定
は
な
い

が
、
町
民
会
議
か
ら
は
う

か
が
い
た
い
。

問　

そ
の
理
由
は
な
ぜ
か
。

企
画
課
長　

会
議
の
感
想

を
皆
さ
ん
に
う
か
が
う
こ

と
に
意
味
が
な
い
。

問　

そ
れ
は
お
か
し
い
の

で
は
。

企
画
課
長　

住
民
の
皆
さ

ん
に
意
見
を
聞
く
と
い
う

事
が
ど
う
な
の
か
。

問　

行
政
の
目
か
ら
見
た

こ
の
会
合
の
評
価
は
。

企
画
課
長　

リ
ゾ
ー
ト
会

議
都
市
推
進
に
向
け
て
貴

重
な
一
歩
を
踏
み
出
せ
た
。

問　

こ
の
会
合
で
海
外
メ

デ
ィ
ア
に
軽
井
沢
を
取
り

上
げ
て
も
ら
え
た
の
か
。

企
画
課
長　

イ
タ
リ
ア
の

問　

こ
の
会
合
の
開
催
し

た
こ
と
に
よ
り
町
に
は
何

が
残
っ
た
か
。

企
画
課
長　

Ｇ
７
各
国
へ

軽
井
沢
の
名
前
が
発
信
で

き
た
。
全
国
に
リ
ゾ
ー
ト

会
議
都
市
と
し
て
ふ
さ
わ

し
い
こ
と
を
知
ら
し
め
る

こ
と
が
で
き
た
。

「リゾート会議都市」　滞在型リゾート推進の観光戦略の一つとして、商工会、観光協
会、町内の団体や宿泊施設などが協力して、国際会議などの積極的な誘致を図ります。

初めての G7 交通大臣会合

問問問

問問

企
画
課
長

問問

問

問

問

町民等からG7交通大臣会合の
感想や評価を聞く予定は

利根川 泰三

町民から聞く予定はないが、町民会議か
らはうかがいたい

企画
課長

企
画
課
長

企
画
課
長

企
画
課
長

企
画
課
長

企
画
課
長

企
画
課
長

企
画
課
長

企
画
課
長

企
画
課
長

町
長

問

一口
メモ
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問　

医
師
以
外
の
者
が
判

断
す
る
と
危
険
な
ケ
ガ
で

あ
る
た
め
、
脳
し
ん
と
う

に
特
化
し
た
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
設
け
る
べ
き
だ
が
。

建
設
課
長　

意
識
が
あ
れ

ば
経
過
観
察
だ
け
で
救
急

車
の
要
請
を
し
な
い
場
合

も
あ
っ
た
が
、
今
後
の
対

応
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

住
民
課
長　

大
変
な
ケ
ガ

で
あ
る
と
認
識
し
た
の
で
、

脳
し
ん
と
う
に
特
化
し
た

講
習
会
な
ど
を
検
討
し
て

い
き
た
い
。

教
育
次
長　

今
後
は
１
人

で
判
断
す
る
の
で
は
な
く
、

養
護
教
員
に
す
ぐ
連
絡
を

取
る
対
応
を
徹
底
し
た
い
。

問　

子
ど
も
達
も
脳
し
ん

と
う
が
及
ぼ
す
危
険
性
を

学
ぶ
べ
き
だ
が
。

教
育
長　

授
業
や
部
活
を

通
し
て
脳
し
ん
と
う
の
学

習
を
進
め
た
い
。

問　

脳
し
ん
と
う
は
、
青

少
年
期
に
発
症
す
る
と
長

き
に
渡
り
記
憶
や
健
康
な

ど
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
危

険
性
も
あ
る
。
子
ど
も
が

頭
や
顔
を
強
打
し
た
時
の

確
認
手
順
は
。

住
民
課
長　

児
童
館
と
保

育
園
は
、
頭
や
顔
の
打
撲

に
特
化
す
る
こ
と
な
く
、

安
全
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
に

基
づ
き
判
断
し
、
必
要
に

応
じ
て
救
急
車
を
要
請
し

て
い
る
。

建
設
課
長　

公
共
施
設
で

も
脳
し
ん
と
う
に
特
化
を

し
て
い
な
い
が
、
危
機
管

理
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
中
で
手

当
て
を
し
て
い
る
。

教
育
次
長　

小
中
学
校
で

は
意
識
の
有
無
、
言
語
や

手
足
の
し
び
れ
、
吐
き
気

等
を
確
認
し
様
子
を
見
て

変
化
が
あ
れ
ば
救
急
車
で

の
対
応
を
し
て
い
る
。
ま

た
幼
稚
園
で
は
特
に
重
度

の
傷
病
の
場
合
の
み
病
院

へ
搬
送
し
て
い
る
。

問

問

ずっと笑顔でいてほしいから

「長野県子どもを性被害から守るための条例」　18歳未満の子どもを性被害から守る
ことに特化した全国初の条例です。

問　

再
犯
率
９
割
以
上
と

言
わ
れ
る
性
犯
罪
の
予
防

策
と
し
て
警
察
の
出
前
講

習
な
ど
を
活
用
し
て
は
。

教
育
長　

人
権
教
育
、
性

教
育
及
び
情
報
モ
ラ
ル
教

育
を
実
施
し
て
い
る
が
、

県
や
軽
井
沢
警
察
と
も
連

携
し
進
め
て
い
き
た
い
。

問　

チ
ー
ム
医
療
が
注
目

さ
れ
る
中
、
良
い
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
を
保
つ
条
件
と
は
。

町
長　

院
長
が
中
心
と
な

り
、
高
い
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
と
プ
ラ
イ
ド
を
持
っ
て

仕
事
を
す
る
と
い
う
考
え

を
浸
透
さ
せ
る
こ
と
だ
。

軽
井
沢
病
院
職
員
の

連
携
や
コ
ミ
ュニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を

問

教
育
次
長

問

建
設
課
長

住
民
課
長

教
育
長

問町
長

子ども達と教職員へ
脳しんとうの危険性の

周知徹底を

横須賀 桃子

授業や部活の中で脳しんとうの学習を
進めていく教育長

「
長
野
県
子
ど
も
を
性

被
害
か
ら
守
る
た
め
の

条
例
」
の
周
知
は

住
民
課
長

教
育
長

建
設
課
長

教
育
次
長

一口
メモ
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れ
て
い
な
い
。
町
で
は
以

前
か
ら
の
内
視
鏡
検
査
と

医
師
判
断
で
の
ピ
ロ
リ
菌

検
査
が
有
効
と
考
え
る
。

問　

中
学
３
年
生
の
学
校

検
診
で
ピ
ロ
リ
菌
の
尿
検

査
は
で
き
な
い
か
。

保
健
福
祉
課
長　

感
染
者

が
い
じ
め
を
受
け
る
可
能

性
も
あ
る
。
若
年
層
へ
の

ピ
ロ
リ
菌
除
菌
薬
は
国
で

安
全
性
が
確
認
で
き
て
い

な
い
の
で
難
し
い
。

い
き
た
い
。

問　

避
難
所
で
は
、
障
が

い
者
や
高
齢
者
は
間
仕
切

り
だ
け
で
は
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
が
守
れ
ず
健
康
を
害
し
、

中
に
は
亡
く
な
っ
た
方
も

い
た
。
福
祉
避
難
所
で
も

個
人
の
空
間
が
守
れ
、
上

が
ネ
ッ
ト
状
で
避
難
所
責

任
者
が
安
否
確
認
も
で
き

る
「
ひ
な
ん
ル
ー
ム
」
導

入
を
。

消
防
課
長　

備
蓄
品
購
入

選
定
の
際
、
参
考
に
す
る
。

問　

27
年
度
の
①
特
定
健

診　

②
後
期
高
齢
者
検
診

③
胃
が
ん
検
診
の
受
診
率

は
。

住
民
課
長　

①
34
％　

②
３.

９
％

③
11.

９
％　

で
あ
る
。

問　

胃
が
ん
撲
滅
の
た
め

に
胃
が
ん
リ
ス
ク
検
診
導

入
を
。

保
健
福
祉
課
長　

国
の
動

向
も
注
視
し
て
い
る
が
、

ピ
ロ
リ
菌
抗
体
検
査
は
対

策
型
検
診
と
し
て
推
奨
さ

問　

女
性
の
防
災
対
策
意

見
交
換
会
を
行
い
、
そ
の

意
見
を
避
難
所
運
営
マ
ニ

ュ
ア
ル
に
反
映
で
き
な
い

か
。

消
防
課
長　

今
後
避
難
所

ご
と
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、

女
性
や
被
災
者
の
意
見
を

反
映
さ
せ
た
避
難
所
運
営

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
改
訂
を
考

え
て
い
る
。

問　

避
難
所
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
「
食
料
物
資
配
布
班
」

な
ど
女
性
参
画
の
た
め
の

人
数
等
の
明
記
を
検
討
で

き
な
い
か
。
ま
た
「
女
性

班
」
の
新
規
設
置
は
。

消
防
課
長　

女
性
や
高
齢

者
の
視
点
に
立
っ
た
集
団

生
活
の
ル
ー
ル
作
り
は
必

要
。
避
難
所
運
営
委
員
会

に
は
日
赤
奉
仕
団
等
多
く

の
女
性
に
参
画
し
て
も
ら

え
る
よ
う
町
災
害
対
策
本

部
の
保
健
福
祉
部
等
が
中

心
と
な
り
支
援
を
行
っ
て

い
く
。

「
女
性
班
」
は
、
今
後
の

検
証
の
中
で
取
り
入
れ
て

「胃がんリスク検診」　血液検査で胃の健康状態がわかり、ピロリ菌感染か萎縮がある
かで分けピロリ菌除菌、内視鏡検査につなげる検診です。

胃
が
ん
リ
ス
ク
検
診
で
胃
が
ん
撲
滅
を

問

問

問

問 消
防
課
長

問

女性の防災対策意見交換会を
実施できないか

川島 さゆり

今後各区の女性の意見を取り入れていき
たい

消防
課長

消
防
課
長

消
防
課
長

プライベートが守られる「ひなんルーム」

女性班のジャケット
三島市の女性に配慮した避難所運営

住
民
課
長

保
健
福
祉
課
長

問保
健
福
祉
課
長

一口
メモ
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そ
も
そ
も
デ
ー
タ
公
開
の

意
義
・
目
的
が
不
明
瞭
で

は
よ
く
な
い
。
町
の
デ
ー

タ
を
公
開
し
て
よ
い
の
か

も
考
え
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
国
の
動
向
を
見
な
が

　
　

用
水
・
側
溝
の
詰
ま

り
に
よ
る
修
繕
は
今
年
度

現
時
点
で
何
カ
所
か
。

観
光
経
済
課
長　

農
業
用

水
は
０
カ
所
。

建
設
課
長　

側
溝
は
13
カ

所
。

　
　

用
水
・
側
溝
の
状
態

把
握
体
制
は
。

観
光
経
済
課
長　

農
業
委

員
の
協
力
を
得
て
状
態
把

握
し
、
町
民
か
ら
の
通
報

に
よ
り
職
員
が
赴
き
、
車

載
さ
れ
て
い
る
道
具
で
詰

ま
り
を
除
去
す
る
こ
と
も

あ
る
。

建
設
課
長　

春
先
に
側
溝

清
掃
を
行
う
路
線
の
調
査

を
職
員
が
実
施
し
、
調
査

結
果
を
も
と
に
夏
前
に
清

掃
。
気
象
条
件
に
よ
り
懸

念
さ
れ
る
場
合
は
職
員
が

現
地
確
認
す
る
。
町
民
か

ら
の
通
報
は
直
ち
に
現
場

確
認
す
る
。

　
　

万
全
な
状
態
把
握
の

た
め
に
は
、
町
民
か
ら
の

ス
ム
ー
ズ
な
情
報
提
供
が

問問

「オープンデータ」　自治体の持つデータを公開し、IT に精通する者や団体等によるア
プリケーション開発等で地域課題を解決し、よりよい公共サービスへつなげることな
どです。

必
要
だ
が
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活

用
し
た
情
報
収
集
の
検
討

は
。

建
設
課
長　

導
入
す
る
自

治
体
が
増
え
て
い
る
の
は

承
知
し
て
お
り
、
導
入
に

向
け
て
研
究
し
て
い
く
。

　
　

用
水
・
側
溝
な
ど
の

管
理
に
町
民
の
協
力
は
不

可
欠
で
、
民
間
等
と
の
協

働
は
ま
す
ま
す
重
要
と
な

る
。
よ
り
よ
い
協
働
の
た

め
、
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
に

取
り
組
む
考
え
は
。

企
画
課
長　

25
年
12
月
に

先
進
地
を
視
察
し
た
が
、

そ
こ
は
３
年
間
ほ
ど
デ
ー

タ
更
新
が
な
さ
れ
て
い
な

い
。
ス
キ
ル
の
あ
る
職
員

の
異
動
等
が
原
因
か
と
推

察
さ
れ
る
が
、
更
新
さ
れ

な
い
と
最
新
デ
ー
タ
と
の

乖か
い

離り

に
よ
り
、
特
に
有
事

の
際
混
乱
を
き
た
す
恐
れ

が
あ
る
。
ス
ム
ー
ズ
な
更

新
の
た
め
の
人
員
配
置
を

検
討
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

ら
引
き
続
き
慎
重
に
情
報

収
集
、
研
究
を
し
、
慎
重

に
対
応
し
た
い
。

町
長　

今
後
も
注
視
し
、

採
用
で
き
る
か
ど
う
か
検

討
し
て
い
き
た
い
。

問 観
光
経
済
課
長

町
長

建
設
課
長

問

側溝清掃の方法について
周知がないが

西　 千 穂

皆様に協力をいただき、清掃後の土砂は
建設課で回収。周知方法を考える

建設
課長

建
設
課
長

建
設
課
長

企
画
課
長

観
光
経
済
課
長

オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
の

取
り
組
み
は

オープンデータからどんな事例がうまれたの？

一口
メモ
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が
る
ほ
ど
、
警
備
は
厳
し

く
な
る
。
会
期
を
含
め
て

町
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き

る
ぐ
ら
い
の
も
の
も
受
け

入
れ
て
は
。

町
長　

当
然
他
の
大
都
市

と
同
じ
条
件
で
は
で
き
な

い
。
２
０
０
か
ら
３
０
０

と
い
う
や
は
り
そ
の
あ
た

り
だ
と
思
う
。
当
町
の
知

名
度
を
生
か
し
た
Ｐ
Ｒ
戦

略
、
イ
メ
ー
ジ
戦
略
に
特

化
し
て
優
位
性
を
発
揮
し

て
い
き
た
い
。

う
こ
と
な
の
で
、
軽
井
沢

だ
け
が
よ
か
っ
た
で
は
い

け
な
い
と
思
う
。

問　

今
後
の
会
議
の
あ
り

方
と
し
て
、
昨
年
の
さ
わ

や
か
軽
井
沢
交
流
会
で
元

国
連
事
務
次
長
の
明
石
康

さ
ん
が
挙
げ
た
よ
う
な
、

２
０
０
人
か
ら
３
０
０
人

規
模
の
専
門
性
の
高
い
対

話
型
・
滞
在
型
が
よ
い
の

で
は
。

　

高
規
格
な
も
の
、
会
議

参
加
者
の
Ｖ
Ｉ
Ｐ
度
が
上

問　

Ｇ
７
会
合
を
開
催
し

た
こ
と
に
よ
る
、
い
わ
ゆ

る
パ
ブ
リ
シ
テ
ィ
効
果
は
。

企
画
課
長　

額
は
算
出
で

き
て
い
な
い
が
、
多
額
の

効
果
が
あ
っ
た
と
考
え
る
。

問　

誘
致
の
初
期
段
階
か

ら
会
合
終
了
ま
で
で
か
か

っ
た
町
の
費
用
は
。

企
画
課
長　

28
年
度
は
現

在
精
算
及
び
残
務
整
理
を

行
っ
て
い
る
が
、
長
野
県

誘
致
推
進
協
議
会
へ
の
支

出
・
負
担
金
、
ポ
ス
タ
ー

や
懸
垂
幕
、
海
外
視
察
、

イ
ベ
ン
ト
開
催
等
に
軽
井

沢
駅
北
口
の
道
路
舗
装
等

を
含
め
て
、
概
算
で
約
４

１
０
０
万
円
ほ
ど
で
あ
る
。

問　

お
も
て
な
し
と
い
う

部
分
で
歓
迎
夕
食
会
に
、

食
材
で
も
文
化
で
も
何
で

も
よ
い
か
ら
、
我
が
町
の

何
か
が
取
り
上
げ
ら
れ
て

ほ
し
か
っ
た
が
。

町
長　

や
は
り
県
や
県
民

の
協
力
が
あ
っ
て
、
軽
井

沢
で
開
催
が
で
き
た
と
い

「パブリシティ効果」 　テレビ・新聞・雑誌等メディアに取り上げられ報道として露
出することで、 広告宣伝と同じ効果を得られることです。また同様の効果を得るため
の 広告費として換算した場合の金額です。 

問

問

問 企
画
課
長

問町
長

G7 会合を終えて今後の
リゾート会議都市のあり方は

押 金 洋 仁

イメージ戦略で他とは違う優位性を
発揮したい町 長

企
画
課
長

町
長

問　

町
内
に
は
歴
史
的
に

は
貴
重
な
建
物
の
保
存
活

動
を
続
け
て
い
る
団
体
も

存
在
す
る
。
国
の
規
制
改

革
緩
和
策
に
あ
る
、
幅
広

い
利
活
用
の
仕
方
で
維
持

費
を
捻
出
し
、
歴
史
や
文

化
の
消
失
を
防
ぐ
こ
と
も

可
能
だ
が
。

生
活
環
境
課
長　

歴
史
的

・
文
化
的
価
値
が
高
い
建

築
物
の
喪
失
課
題
は
、
所

有
者
の
努
力
が
原
則
と
捉

え
て
い
る
。

別
荘
地
景
観
保
持
の

た
め
の
有
効
活
用
を

問生
活
環
境
課
長

維
持
で
き
な
け
れ
ば
、
朽

ち
て
い
く
し
か
な
い
の
だ

ろ
う
か

今後もさまざまな世代の参加を 

一口
メモ

軽井沢町民会議の軽井沢高校からの参加メンバー軽井沢町民会議の軽井沢高校からの参加メンバー

旧三井別荘旧三井別荘
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一 般 質 問

問　

大
切
な
ポ
ジ
シ
ョ
ン

に
い
る
民
生
・
児
童
委
員

が
「
学
校
か
ら
必
要
な
情

報
が
も
ら
え
な
い
」
と
い

っ
て
困
っ
て
い
る
。
個
人

情
報
保
護
法
が
壁
に
な
っ

て
い
る
。
校
長
に
「
話
し

て
は
い
け
な
い
」
と
い
う

厳
命
を
し
て
い
る
の
か
。

教
育
長　

そ
う
い
う
指
示

は
し
て
い
な
い
。

問　

す
べ
て
校
長
判
断
と

い
う
こ
と
に
な
る
が
い
い

か
。
こ
れ
で
は
現
実
問
題

は
一
向
に
解
決
し
な
い
。

副
町
長　

個
人
情
報
は
、

個
人
情
報
保
護
法
と
い
う

法
律
に
基
づ
い
て
守
ら
れ

て
い
る
の
で
、
本
人
の
承

認
が
な
い
限
り
、
法
の
処

罰
の
対
象
と
な
る
。
理
解

を
い
た
だ
き
た
い
。

問　

１
年
前
の
12
月
会
議

一
般
質
問
で
約
束
い
た
だ

い
た
就
学
援
助
金
の
中
の

入
学
準
備
金
（
小
学
生

２
万
４
７
０
円
、
中
学
生

２
万
３
５
５
０
円
）
が
入

学
前
の
前
倒
し
支
給
が
来

春
か
ら
実
施
と
な
り
、
た

い
へ
ん
う
れ
し
く
思
う
。

　

子
ど
も
の
貧
困
対
策
は

こ
れ
に
尽
き
な
い
。
実
態

把
握
は
ど
う
か
。

教
育
次
長　

28
年
度
の
就

学
援
助
受
給
認
定
者
は
小

学
生
69
名
、
中
学
生
35

名
で
全
体
で
は
７.

12
％

だ
。
他
に
４
５
０
名
の
子

ど
も
に
臨
時
福
祉
給
付
金

（
３
千
円
）
が
支
給
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
子
た
ち
を

加
え
る
と
15.

16
％
と
な

る
。
あ
ら
ゆ
る
チ
ャ
ン
ス

を
と
ら
え
て
子
ど
も
の
状

況
把
握
を
す
る
。

問　

子
ど
も
の
外
見
を
見

る
だ
け
で
は
実
態
把
握
は

難
し
い
。
明
石
市
で
は
部

「就学援助金」　経済的な理由等により就学が困難な児童・生徒の保護者に対し、学用
品費や給食費等の一部を援助することです。

就
学
援
助 

大
き
な
一歩

署
を
横
断
し
た
取
り
組
み

を
し
て
い
る
。
①
児
童
扶

養
手
当
の
現
況
届
提
出
の

時
、
子
ど
も
と
面
会
し
、

子
ど
も
の
状
況
ア
ン
ケ
ー

ト
を
と
る
。「
会
え
な
い
、

会
わ
せ
な
い
」
家
庭
は
振

り
込
み
を
停
止
し
、
子
ど

も
を
連
れ
て
役
所
に
来
て

も
ら
い
手
渡
す
、
②
乳
児

検
診
に
来
な
い
家
庭
は
保

健
師
が
訪
問
し
て
状
況
を

民
生
・
児
童
委
員
に

情
報
を
隠
し
て
い
て

い
い
の
か

子どもの貧困対策を
さらに進めては

土 屋　 浄

現場の声聞きながら対処していきたい教育
次長

教
育
長

「子どもの貧困」を取り上げた新聞の記事

問 問

問

教
育
次
長

問副
町
長

つ
か
み
相
談
に
の
る
等
々

の
こ
と
を
や
っ
て
い
る
。

住
民
課
長　

参
考
に
さ
せ

て
い
た
だ
く
。

保
健
福
祉
課
長　

新
生
児

の
訪
問
を
全
家
庭
で
行
っ

て
お
り
、
心
配
な
乳
児
・

母
親
へ
は
、
そ
の
後
も
フ

ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
し
て
い
る
。

住
民
課
長

保
健
福
祉
課
長

一口
メモ
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一 般 質 問

児
童
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
小

学
校
で
年
に
１
〜
２
度
交

流
を
し
て
い
る
。
来
年
度
、

養
護
学
校
の
児
童
・
生
徒

全
員
が
利
用
で
き
る
よ
う

周
知
啓
発
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

問　

今
年
４
月
「
障
害
者

差
別
解
消
法
」
が
施
行
さ

れ
た
。
そ
の
取
り
組
み
状

況
は
。

保
健
福
祉
課
長　

本
年
１

月
に
職
員
研
修
を
実
施
し

て
い
る
。
現
在
、
町
で
は

差
別
事
例
の
報
告
は
受
け

問　

義
務
教
育
段
階
か

ら
「
障
が
い
や
発
達
障
が

い
の
理
解
を
深
め
る
教
育
」

が
必
要
と
考
え
る
が
、
取

組
み
は
。

教
育
長　

町
校
長
会
に
お

い
て
、
職
員
の
研
修
が
大

事
で
あ
る
と
報
告
さ
れ
て

い
る
。
各
小
・
中
学
校
に

お
い
て
も
「
軽
井
沢
こ
ぶ

し
教
育
」
の
思
い
や
り
の

心
を
育
て
る
学
習
を
計
画

的
に
進
め
て
い
る
。

問　

保
護
者
会
に
つ
い
て
、

支
援
教
室
に
通
級
し
て
い

る
子
ど
も
の
保
護
者
が
、

悩
み
を
発
言
で
き
る
よ
う

な
オ
ー
プ
ン
な
内
容
に
な

っ
て
い
る
の
か
。

教
育
長　

現
状
で
は
、
ス

ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
を
通
し

て
の
相
談
に
な
っ
て
い
る
。

相
談
体
制
の
充
実
が
必
要

と
考
え
る
。

問　
「
副
学
籍
制
度
」
は
、

ど
の
よ
う
に
活
用
さ
れ
て

い
る
か
。
そ
の
周
知
は
。

教
育
長　

現
在
は
５
名
の

「副学籍制度」小諸養護学校の児童・生徒が居住地域の小・中学校に副次的な学籍を
置いて、交流や共同学習を行うものです。

厚
労
省
は
精
神
的
に
不

安
定
な
産
後
う
つ
の
予

防
体
制
を
発
表
し
た
が

問問

問

問 教
育
長

保
健
福
祉
課
長

共生社会実現にむけ
「心のバリアフリー教育」が

必要と考えるが

篠 原 公 子

障がいや発達障がいへの理解を深める
教育が必要と考える教育長

教
育
長

教
育
長

問　

核
家
族
の
母
親
は
産

後
う
つ
に
な
り
や
す
い
。

軽
井
沢
病
院
を
利
用
し
て
、

宿
泊
・
日
帰
り
に
よ
る「
産

後
ケ
ア
事
業
」
を
考
え
て

は
。

住
民
課
長　

保
健
セ
ン
タ

ー
・
子
育
て
支
援
セ
ン
タ

ー
の
事
業
で
遜そ

ん
し
ょ
く色
な
い
。

問住
民
課
長

て
い
な
い
が
、
職
員
向
け

対
応
要
綱
の
策
定
・
研
修

を
し
、
広
報
を
通
じ
、
広

く
周
知
し
て
い
き
た
い
。

問　

12
月
３
日
〜
９
日
は

全
国
障
害
者
週
間
で
あ
る
。

庁
舎
に
懸
垂
幕
を
掲
げ
る

な
ど
、
積
極
的
な
取
り
組

み
を
考
え
て
は
。

保
健
福
祉
課
長　

社
会
福

祉
大
会
や
障
が
い
者
作
品

展
の
開
催
を
実
施
。
懸
垂

幕
は
考
え
て
い
く
。

教
育
次
長　

学
校
に
お
い

て
は
仲
良
し
週
間
・
な
か

よ
し
月
間
の
設
定
、
福
祉

体
験
交
流
な
ど
を
実
施
し

て
い
る
。

障がい者週間のポスター
小学生部門最優秀の作品

問保
健
福
祉
課
長

教
育
次
長

一口
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「信州やまほいく」　自然の中で育まれる生きぬく力に注目した保育・幼児教育です。
自然とふれ合う時間によって、特化型と普及型にわけ、取り組んでいる園を県が認定
する制度があります。

し
な
の
鉄
道
の

ダ
イ
ヤ
の
改
善
は

組織改革で児童館・保育園が
教育委員会の所管になる意義はなにか

寺田 和佳子

幼保小中の連携で一貫した軽井沢の教育
が位置づく教育長

　
　

29
年
４
月
開
始
す
る

町
の
新
組
織
で
は
、
厚
労

省
の
所
管
す
る
保
育
園
と

文
科
省
の
所
管
す
る
幼
稚

園
に
関
す
る
窓
口
が
文
科

省
所
管
の
教
育
委
員
会
に

一
本
化
さ
れ
る
。
特
に
幼

児
期
の
環
境
は
重
要
で
あ

る
と
思
う
が
、
町
は
こ
れ

を
機
に
、
幼
稚
園
・
保
育

園
の
区
別
な
く
幼
児
教
育

に
つ
い
て
一
つ
の
方
向
性

を
持
っ
て
取
り
組
む
か
。

住
民
課
長　

保
育
園
と
幼

稚
園
は
設
置
目
的
も
趣
旨

も
相
違
す
る
。
保
育
園
は

保
育
が
目
的
で
、
幼
児
教

育
と
い
う
観
点
で
保
育
は

行
っ
て
い
な
い
。
幼
稚
園

は
各
園
の
方
針
を
基
に
教

育
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

町
固
有
の
幼
児
教
育
は
考

え
て
い
な
い
が
、
小
学
校

で
必
要
に
な
る
集
団
生
活

の
基
礎
作
り
に
は
両
園
共

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

問　

町
の
教
育
方
針
を
示

す
教
育
大
綱
に
幼
児
教
育

に
関
す
る
記
述
が
な
く
、

問

幼
児
教
育
に
対
す
る
町
の

考
え
が
見
え
て
こ
な
い
が
。

教
育
長　

大
綱
は
義
務
教

育
を
中
心
に
し
て
い
る
が
、

一
本
化
に
向
け
、
幼
児
教

育
を
含
め
た
明
記
を
検
討

し
て
い
き
た
い
。

問　

自
然
を
生
か
し
た
幼

児
教
育
・
保
育
を
推
奨
し
、

「
信
州
や
ま
ほ
い
く
」
と

問 教
育
長

住
民
課
長

問

問　

し
な
の
鉄
道
ダ
イ
ヤ

全
体
は
、
小
海
線
な
ど
と

の
接
続
を
含
め
、
車
両
・

乗
務
員
の
問
題
も
あ
り
非

常
に
困
難
は
感
じ
ら
れ
る
。

特
に
東
京
か
ら
の
帰
宅
が

集
中
す
る
軽
井
沢
発
18
時

か
ら
19
時
台
は
、
新
幹
線

か
ら
33
分
待
つ
列
車
が
３

本
も
続
く
。
こ
の
時
間
帯

に
つ
い
て
の
改
善
は
。

企
画
課
長　

高
校
生
に
合

わ
せ
た
ダ
イ
ヤ
で
、
小
海

線
と
の
接
続
が
関
係
す
る
。

今
後
も
継
続
し
て
要
望
す

る
が
、
そ
の
時
間
に
特
化

し
た
改
善
は
不
可
能
。

問企
画
課
長

し
て
認
定
制
度
も
あ
る
。

町
は
自
然
に
特
化
し
た
保

育
は
目
指
さ
な
い
の
か
。

住
民
課
長　

各
園
の
周
辺

に
あ
る
自
然
の
中
、
様
々

な
活
動
を
通
し
、
豊
か
な

心
情
や
思
考
力
の
芽
生
え

を
培
っ
て
い
る
と
考
え
る
。

町
内
の
４
保
育
園
は
、
県

の
「
や
ま
ほ
い
く
」
普
及

型
の
認
定
条
件
を
満
た
し

住
民
課
長

この時期の環境は大事

て
い
る
が
、
特
に
今
の
保

育
の
中
で
特
徴
を
持
つ
必

要
は
な
い
と
考
え
る
。

一口
メモ
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平成 29 年 1月 25 日 「軽井沢駅北口ステーションフロント構想」　22世紀風土フォーラムの中のプロジェク
トチームのひとつで、軽井沢駅北口を信州の東の玄関口にふさわしい魅力ある拠点に
仕立て直そうという議論を行っています。

総務常任委員会で町長に提出

軽
井
沢
駅
前
再
開
発
に

軽
井
沢
駅
前
再
開
発
に

関
す
る
提
言
書
を
町
へ
提
出

関
す
る
提
言
書
を
町
へ
提
出

　

議
会
（
総
務
常
任
委
員
会
）
で
は
、「
軽
井
沢
の
東
の
玄
関
口
が
ど
う
あ
る
べ
き
か
を
考
え

る
必
要
が
あ
る
。」
こ
と
か
ら
、
所
管
事
務
調
査
を
「
軽
井
沢
駅
前
再
開
発
」
に
絞
り
、
１
年

４
ヵ
月
に
わ
た
り
協
議
検
討
、現
場
視
察
、研
究
を
重
ね
た
結
果
、今
回
の
提
言
に
至
り
ま
し
た
。

線路跡地の現地視察

27
年
８
月
●
テ
ー
マ
を

　

 

「
軽
井
沢
駅
前
再
開
発
」
に

９
月
●
調
査
・
視
察

民
間
企
業
の
動
向
の
報
告
、

南
原
の
ナ
チ
ュ
ラ
ル
ガ
ー
デ
ン

を
視
察

28
年
４
月
●
経
過
報
告
・
情
報
交
換

駅
前
再
開
発
の
経
過
（
駅

北
口
の
民
間
企
業
に
よ
る

建
設
な
ど
）

６
月
●
経
過
報
告
・
情
報
交
換

駅
前
再
開
発
の
経
過
（
ワ
イ

ン
バ
ー
な
ど
）

８
月
・
９
月
●
提
言
書（
案
）検
討

10
月
●
視
察
・
見
解
聴
取

し
な
の
鉄
道
長
澤
経
営
企

画
課
長
の
案
内
で
、
し
な
の

鉄
道
所
有
地
の
現
地
視
察
。

廃
線
の
距
離
測
量
、
図
面

照
合
し
所
有
地
確
認
。

11
月
・
12
月
●
提
言
書
作
成

12
月
14
日
●
全
員
協
議
会
報
告

12
月
16
日
●
藤
巻
町
長
に
提
出

〈詳細については、議会ホームページに掲載しています。〉

軽井沢駅前再開発に関わる提言書（全文）
軽井沢駅周辺においては、南口ではアウトレットモールの開業以降増床が繰

り返されており、多くの人々を惹きつけています。
その一方で、北口ではかつてほどの人の流れが見られなくなり、これには地
元をはじめとした住民からも先行きを心配する声が聞こえておりました。
ところが、ここ数年、複数の民間企業による駅周辺開発計画が繰り返し提案
されるようになってきました。
また平成26年 12月のグランドデザイン発表を始まりとして、地域住民を
巻き込んだ22世紀風土フォーラムによる「軽井沢駅北口ステーションフロン
ト構想」プロジェクトチームも立ち上がり、駅周辺整備についての議論も活発
化しております。
軽井沢駅周辺は、軽井沢町だけにとどまらず、長野県の東の玄関口としても、

そのイメージを決定づけるたいへん重要な役割を担っております。しかしなが
ら民間業者による経済の論理だけで開発がすすんでいくことになりますと、当
町の保健休養地としての特性や歴史ある上質な避暑地としての静穏さ、町民と
別荘住民が長年協力して培ってきたブランド力が損なわれてしまうのではない
かという危惧を禁じ得ません。
なかでも、来軽者の心象を決定づける重要なエリアとして、現在は使われ

ていない、駅東側のしなの鉄道の線路跡地があります。ここには、訪れる方に
とって日常から非日常へスイッチが切り替わる、軽井沢らしい装置が望ましく、
たとえば、「トンネルを抜けると豊かな緑の広がる公園だった。」という第一印
象を与えることが、町全体にとっても大切なことであると考えます。
そこで町当局におかれましては、町の意思が反映される使われ方が担保で

きるという意味も含め、当該線路跡地を取得し、広々とした空間をもつ「公園」
として整備されますことを議会からの提言として提出致します。

一口
メモ
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「分
ぶんしょう

掌事務」　役所などでそれぞれの部署や部門が担当する仕事のことです。

議案
審議

役
場
の
担
当
課
が

変
わ
り
ま
す

改革を審議
正

条例
改
例

改

答　

０
歳
か
ら
18
歳
ま
で
一
貫
し
た
教
育
を
教

育
委
員
会
と
保
健
福
祉
課
で
タ
ッ
グ
を
組
ん

で
や
る
。
障
が
い
児
支
援
に
つ
い
て
も
、
今

よ
り
一
層
教
育
委
員
会
で
関
わ
っ
て
も
ら
い

た
い
と
い
う
こ
と
で
こ
ど
も
教
育
課
と
い
う

名
前
に
し
た
。

問　

現
在
の
教
育
委
員
会
は
ド
ア
で
閉
ざ
さ
れ

た
状
態
だ
が
、
立
ち
寄
り
や
す
い
窓
口
の
開

設
は
。

答　

教
育
委
員
会
で
も
相
談
し
や
す
い
開
放
的

な
場
所
に
と
考
え
て
い
る
。

　

住
民
の
利
便
性
を
重
視
す
る
と
と
も
に
、
わ

か
り
や
す
い
組
織
と
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
、

課
の
設
置
及
び
課
の
分
掌
事
務
の
改
正
で
す
。

総
務
課
・
企
画
課
・
財
政
課
の
３
課
を
総
合
政

策
課
と
総
務
課
の
２
課
に
、
建
設
課
を
地
域
整

備
課
に
、
生
活
環
境
課
を
環
境
課
に
、
教
育
委

員
会
を
こ
ど
も
教
育
課
と
生
涯
学
習
課
の
２
課

と
し
ま
す
。

問　

今
回
の
改
革
に
あ
た
っ
て
各
課
か
ら
出
た

問
題
点
を
ど
ん
な
基
準
で
取
捨
選
択
し
た
の

か
。

答　

行
政
改
革
推
進
委
員
会
に
お
い
て
、
問
題

点
を
整
理
し
、
役
場
業
務
全
体
を
考
え
る
立

場
か
ら
で
た
意
見
を
採
用
し
た
。
さ
ら
に
住

民
の
利
便
性
と
わ
か
り
や
す
さ
を
考
慮
し
た

も
の
で
あ
る
。

問　

町
民
係
が
住
民
係
と
名
前
が
変
わ
っ
て
い

る
が
。

答　

町
民
係
で
は
別
荘
の
方
や
町
外
か
ら
の
通

勤
者
が
含
ま
れ
な
い
の
で
文
字
的
に
精
査
し

た
。

問　

こ
ど
も
教
育
課
で
は
０
歳
か
ら
18
歳
ま
で

の
一
貫
し
た
支
援
を
行
う
と
の
こ
と
だ
が
、

障
が
い
児
と
い
う
言
葉
が
出
て
こ
な
い
が
、

ど
こ
に
入
る
の
か
。

問答問答問

答 問 答

◆
10
月
会
議

問　

担
当
課
変
更
の
お
知
ら
せ
は
、
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

答　

町
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
通
じ
て
周

知
し
て
い
く
。

問　

障
が
い
児
の
保
護
者
か
ら
、
窓
口
一
本
化

の
強
い
要
望
が
あ
る
が
。

答　

こ
ど
も
教
育
課
、
保
健
福
祉
課
な
ど
複
数

の
課
に
ま
た
が
る
が
、
窓
口
は
学
校
教
育
係

と
な
る
。

問　

通
学
路
に
関
す
る
こ
と
は
ど
こ
に
相
談
す

る
の
か
。

答　

教
育
委
員
会
で
一
括
し
て
相
談
を
受
け
る
。

答答 問答 問

組織改革の主な変更点

総務課
企画課
財政課

総合政策課総合政策課
総務課総務課

　　　　　

教育委員会
住民課の一部

教育委員会教育委員会
●こども教育課こども教育課
●生涯学習課生涯学習課　

＜幼稚園、保育園を区別せず同じ窓口で対応。
 また子育て支援センターを中心とする0歳～
18歳までの子育て全般も教育委員会で扱う＞

　　　　　

建設課 地域整備課地域整備課
＜町道に加えて農道・林道・河川・農水路

・カーブミラー等も取り扱う＞

生活環境課 環境課環境課
＜野生鳥獣対策係を追加新設して環境に特化＞

一口
メモ
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◎
変
更
請
負
代
金
の
増
加
額　
　

８
２
３
万
円

◎
変
更
後
の
契
約
額　
　

１
億
７
９
２
７
万
円

　

盛
土
が
不
足
し
、
新
た
に
残
土
を
確
保
す
る

た
め
の
費
用
と
仮
設
道
路
を
施
工
す
る
費
用
で

す
。

問　

仮
設
道
路
は
現
状
と
比
較
し
て
勾
配
が
き

つ
く
な
り
、
降
雪
時
の
通
行
に
支
障
は
な
い

か
。

答　

勾
配
的
に
は
約
３.

５
％
で
降
雪
時
の
配

慮
は
必
要
な
い
。

問　

タ
ク
シ
ー
利
用
に
制
約
は
あ
る
の
か
。

答　

自
宅
か
ら
最
寄
り
の
バ
ス
停
ま
で
の
利
用

で
初
乗
り
迎
車
料
金
と
い
う
こ
と
で
考
え
て

い
る
。
温
泉
券
の
限
度
額
と
し
て
５
千
円
と

い
う
金
額
が
あ
る
の
で
そ
れ
以
上
は
使
え
な

い
。

問　

高
齢
者
の
運
転
免
許
返
上
に
も
効
果
が
出

て
く
る
。
一
緒
に
広
報
す
る
予
定
は
。

答　

全
国
的
に
高
齢
者
の
事
故
が
多
発
し
て
い

る
。
免
許
返
納
事
業
を
新
年
度
に
計
画
し
て

い
る
の
で
、
そ
れ
に
加
え
る
形
で
広
報
し
よ

う
と
考
え
て
い
る
。

　

29
年
度
以
降
の
国
民
健
康
保
険
税
の
所
得
割
、

平
等
割
の
税
率
を
改
正
し
、
平
均
８.

７
％
引

き
上
げ
、
所
得
税
法
等
の
一
部
を
改
正
し
ま
す
。

問　

30
年
度
か
ら
国
民
健
康
保
険
の
安
定
化
を

図
る
と
い
う
こ
と
で
制
度
が
か
わ
る
。
そ
の

前
年
に
８.

７
％
引
き
上
げ
る
必
要
性
が
あ

っ
た
の
か
。

答　

30
年
度
に
県
が
財
政
運
営
の
責
任
主
体
に

な
る
。
こ
の
広
域
化
に
と
も
な
い
県
が
示
す

標
準
保
険
料
率
を
参
考
に
し
た
上
で
、
前
回

の
改
正
か
ら
の
経
過
年
数
、
繰
入
れ
金
の
状

況
な
ど
も
勘
案
し
て
29
年
度
か
ら
改
正
す
る
。

所
得
に
よ
り
３
段
階
の
軽
減
措
置
が
あ
る
。

「軽減措置」　国保には保険料の軽減制度や災害・失業などにより保険料の納付が困難
になった場合などの減免制度があります。

◎
損
害
賠
償
額　
　
　
　
　
　
　

１
３
０
万
円

　

７
月
に
発
生
し
た
離
山
公
園
に
隣
接
す
る
別

荘
分
譲
地
へ
の
落
石
に
よ
る
家
屋
及
び
庭
へ
の

被
害
の
損
害
賠
償
で
す
。

　

温
泉
施
設
・
町
内
循
環
バ
ス
利
用
券
で
タ
ク

シ
ー
の
利
用
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

答 問

役場組織 
決

契約
締
約

締
町
道
借
宿
バ
イ
パ
ス
線

工
事
の
増
額

国
民
健
康
保
険
税
率
が

　
　
　
　

変
わ
り
ま
す

正
条例
改
例

改

中
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
が

使
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す

正
条例
改
例

改

温
泉
券
が

す
こ
や
か
お
出
か
け
利
用
券
に

正
条例
改
例

改
落
石
に
よ
る

賠
償
額
が
決
ま
る

償
損害
賠
害

賠

問答

問答

答 問

　

中
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
29
年
４
月
１
日
よ

り
供
用
開
始
さ
れ
る
こ
と
に
と
も
な
い
使
用
料

を
新
た
に
規
定
す
る
た
め
の
改
正
で
す
。

問　

町
の
少
年
団
や
子
ど
も
た
ち
が
使
う
場
合

に
使
用
料
の
減
免
措
置
は
あ
る
か
。

答　

特
別
な
理
由
が
あ
る
場
合
や
登
録
団
体
は

使
用
料
が
免
除
で
き
る
。

問　

グ
ラ
ウ
ン
ド
に
つ
い
て
は
、
全
面
利
用
で

設
定
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答　

グ
ラ
ウ
ン
ド
は
、
全
面
。
半
面
利
用
は
規

定
を
設
け
て
い
な
い
。

問答問答

◆
12
月
会
議

完成が待ち遠しい中学校グラウンド

一口
メモ

役場組織 改革役場組織 を審議役場組織 
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生
計
を
一
つ
に
し
て

い
る
こ
と
が
条
件
。
町
か

ら
薬
局
へ
の
周
知
は
し
な

い
。

問　

仕
送
り
を
受
け
る
子

が
購
入
し
た
場
合
は
控
除

対
象
と
な
る
の
か
。
ま
た
、

薬
局
へ
の
周
知
は
。

問

　

各
学
校
区
で
女
性
防
災

対
策
意
見
交
換
会
を
何
回

も
実
施
し
、
そ
の
意
見
を

避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル

に
反
映
さ
せ
て
い
ま
す
。

①
避
難
所
運
営
本
部
に

「
女
性
班
」
の
設
置
。

②
担
当
職
員
に
女
性
１
名

以
上
配
置
。

③
女
性
専
用
の
部
屋
特
定
。

　

町
税
条
例
改
正
に
よ
る
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制

対
象
商
品
「
ス
イ
ッ
チ
Ｏ
Ｔ
Ｃ
薬
」
の
医
療
費
控
除
は

総務総務
常任委員会常任委員会

【
視
察
日
程
】

　

28
年
10
月
20
日
〜
21
日

【
視
察
地
】

　

静
岡
県
三
島
市
・
東
京
都
日
野
市

視
察

報
告

見て納得見て納得

「セルフメディケーション税制」 　適切な健康管理の下で医療用医薬品からの切替えを
進める観点から、健康の維持増進や病気の予防への一定の取組みを行う個人に対して
所得税控除をする新税制です。

④
女
性
へ
の
配
慮
事
項
チ

ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
作
成
。

　

当
町
の
避
難
所
運
営
マ

ニ
ュ
ア
ル
も
女
性
に
配
慮

し
た
組
織
の
記
述
が
必
要

だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

健
康
福
祉
部
発
達
支
援

課
と
教
育
委
員
会
教
育
部

教
育
支
援
課
の
２
つ
の
部

署
が
常
駐
し
て
い
る
こ
と

で
、
速
や
か
な
支
援
へ
と

つ
な
が
っ
て
お
り
、
保
護

者
も
相
談
し
や
す
い
体
制

に
な
っ
て
い
ま
す
。
作
業

療
法
士
な
ど
プ
ロ
の
支
援

体
制
が
充
実
し
一
箇
所
で

各
種
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
可

能
。
そ
の
他
、
成
長
に
あ

わ
せ
た
集
団
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
も
あ
り
年
齢
・
悩
み
に

応
じ
た
対
応
を
し
て
い
ま

す
。
個
別
の
情
報
を
記
入

し
た「
か
し
の
き
シ
ー
ト
」

は
幼
保
・
小
中
と
連
携
し

て
い
る
の
で
支
援
内
容
が

多
く
の
人
と
共
有
さ
れ
て

お
り
、
そ
の
後
の
支
援
に

生
か
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

「
女
性
に
配
慮
し
た

避
難
所
運
営
」
が

す
ご
い

福
祉
と
教
育
が
一
体

と
な
っ
た
総
合
支
援

体
制

日
野
市 

発
達
・
教
育

支
援
セ
ン
タ
ー（
エ
ー
ル
）

三
島
市
役
所

委員会リポート

医薬品の一部が医薬品の一部が
医療費控除医療費控除の対象にの対象に

保護者も相談しやすい場所保護者も相談しやすい場所

【
解
説
…
町
税
条
例
改
正
の
ポ
イ
ン
ト
】

　

個
人
が
購
入
し
た
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税

制
対
象
商
品
「
ス
イ
ッ
チ
Ｏ
Ｔ
Ｃ
薬
（
処
方
せ
ん
の

必
要
な
医
療
薬
か
ら
市
販
薬
へ
切
り
替
わ
っ
た
医
薬

品
）」
の
費
用
の
う
ち
（
29
年
１
月
１
日
か
ら
33
年

12
月
31
日
の
間
）
年
間
１
万
２
千
円
を
超
え
る
額
に

つ
い
て
30
年
度
課
税
分
よ
り
所
得
控
除
で
き
ま
す
。

　

確
定
申
告
ま
た
は
町
県
民
税
の
申
告
が
必
要
で
す
。

認
識
マ
ー
ク
入
り
の
領
収
書
（
左
側
の
例
）
が
必
要

に
な
り
ま
す
の
で
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

※
年
間
の
購
入
額
10
万
円
を
限
度
と
し
、
控
除

額
８
万
８
千
円
が
上
限
で
す
。

　

た
だ
し
、
こ
の
控
除
を
受
け
る
場
合
に
は
医

療
費
控
除
の
適
用
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

※
特
定
健
診
・
予
防
接
種
・
定
期
健
診
・
人
間

ド
ッ
ク
・
ガ
ン
検
診
な
ど
の
い
ず
れ
か
を
受

け
て
い
る
個
人
に
限
り
ま
す
。

認識マーク入り領収証の例

①
商
品
名
の
前
に
マ
ー
ク
（
例
★
）
を
付
す
。

②
そ
の
商
品
が
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制
対
象
商
品
で
あ
る
旨
と

　

対
象
商
品
の
み
の
合
計
額
を
分
け
て
記
載
す
る
。

①①

②②

一口
メモ
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問　

軽
減
世
帯
の
割
合
は
。

ま
た
、
７
割
軽
減
世
帯
の

引
上
げ
額
は
。

答　

町
の
国
保
世
帯
は
約

３
９
０
０
世
帯
で
あ
る
。

所
得
に
よ
り
３
段
階
（
７

割
・
５
割
・
２
割
）
の
軽

減
の
制
度
が
あ
り
、
国
保

世
帯
の
44
．
３
％
が
、
軽

減
措
置
の
対
象
に
な
る
。

税
額
は
、
所
得
・
世
帯
人

数
な
ど
に
よ
り
さ
ま
ざ
ま

で
あ
る
が
、
例
え
ば
、
７

割
軽
減
世
帯
で
は
３
０
０

円
（
０
．
68
％
）
の
増
額

と
な
る
。

　「平尾温泉みはらしの湯」 　28年 12月17日に佐久市にオープンした温水利用型 健康運動施設です。

社会社会
常任委員会常任委員会

問答 国
民
健
康
保
険
税の改

正

【
視
察
日
程
】

　
　
　

28
年
６
月
30
日
〜
７
月
１
日

【
視
察
地
】
京
都
府
京
都
市

視
察

報
告

見て納得見て納得

す
が
、
大
原
で
は
地
元
の

人
が
立
ち
上
が
っ
た
こ
と

で
大
き
な
成
果
に
つ
な
が

っ
た
と
感
じ
ま
し
た
。

運
営
面
で
は
、
野
菜
だ

け
で
な
く
餅
や
赤
飯
、
す

し
、
弁
当
類
、
漬
物
な
ど

の
加
工
品
等
を
販
売
し
て

お
り
、
当
町
で
も
６
次
産

業
化
に
重
点
を
置
く
必
要

が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

委員会リポート

空
き
家
発
生
の
予
防
・

活
用
や
跡
地
の
活
用
な
ど

対
策
を
総
合
的
に
進
め
る

こ
と
で
「
地
域
コ
ミ
ュ
二

テ
ィ
ー
の
活
性
化
」
に
つ

な
げ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み

は
当
町
で
も
必
要
な
取
り

組
み
だ
と
強
く
感
じ
ま
し

た
。 空

き
家
の
活
用
と
適

正
管
理
の
条
例
に
基

づ
い
て
の
対
策

京
都
市
役
所

条
例
策
定
ま
で
の
経
過

と
策
定
後
の
効
果
・
施
策

を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
の

弊
害
や
問
題
点
を
う
か
が

い
ま
し
た
。 

屋
外
広
告
物
を
京
都
市

の
景
観
を
か
た
ち
づ
く
る

重
要
な
要
素
と
し
て
位
置

づ
け
、
屋
外
広
告
物
条
例

に
基
づ
い
て
規
制
と
誘
導

を
厳
し
く
進
め
て
い
る
取

り
組
み
は
素
晴
ら
し
い
と

思
い
ま
し
た
。
当
町
で
条

例
化
で
き
る
か
調
査
研
究

が
必
要
と
感
じ
ま
し
た
。

当
町
で
も
農
業
の
担
い

手
不
足
に
よ
る
遊
休
・
荒

廃
農
地
の
課
題
が
あ
り
ま

京
都
市
屋
外
広
告
物
条
例

京
都
市
役
所

住
民
で
賑
わ
う
直

売
所
に
は
、
多
く

の
加
工
品

里
の
駅
大
原

問　

30
年
か
ら
国
保
の
運

営
主
体
が
県
に
移
行
す
る

が
、
そ
の
メ
リ
ッ
ト
は
。

答　

国
保
は
ど
の
自
治
体

も
厳
し
い
状
況
で
あ
る
。

安
定
的
な
財
政
運
営
の
た

め
県
に
移
行
す
る
。

問　

ど
の
様
に
利
用
で
き

る
の
か
。

答　

高
齢
者
の
外
出
支
援

の
充
実
を
図
る
た
め
、
町

内
循
環
バ
ス
利
用
へ
つ
な

げ
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。

バ
ス
停
ま
で
の
迎
車
・
初

乗
り
料
金
（
１
回
８
８
０

円
）
の
み
に
使
用
で
き
る
。

（
１
０
０
円
未
満
は
自
己

負
担
）

問　

温
泉
券
は
「
平
尾
温

泉
み
は
ら
し
の
湯
」
で
使

用
で
き
る
か
。

答　

皆
さ
ん
の
要
望
が
あ

れ
ば
使
用
で
き
る
。

　

※
委
員
会
後
に
使
用
で

　
　

き
る
よ
う
に
な
り
ま

　
　

し
た
。

税 額 限度額
軽井沢町 503,800 890,000
御代田町 576,120 890,000
立科町 472,816 890,000
小諸市 546,960 890,000
佐久市 530,312 890,000

温
泉
券
の
タ
ク
シ
ー

へ
の
利
用
は

問問 答答 問答

国民健康保険税国民健康保険税
4年ぶりの改正・平均 8.7％引上げ4年ぶりの改正・平均 8.7％引上げ

◎他市町村との比較
　 （家族４人 年間所得 300万円の試算）　　　　　（単位：円）
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心
新
た
に
出
発

す
る
の
に
ふ
さ
わ

し
い
凛
と
し
た
空

気
の
な
か
、
今
年
も
晴
れ

や
か
な
成
人
の
日
を
迎
え

ま
し
た
。
会
場
の
中
央
公

民
館
を
訪
れ
た
女
性
51
名
、

男
性
61
名
の
新
成
人
を
代

表
し
て
あ
い
さ
つ
し
た
坂

本
雄
大
さ
ん
、
一
度
は
挫

折
を
味
わ
っ
た
後
、
晴
れ

て
消
防
職
員
の
内
定
を
得

ら
れ
た
そ
う
で
す
が
、「
優

し
く
た
く
ま
し
く
生
き
て

い
く
」
と
い
う
言
葉
が
印

象
的
で
し
た
。

昨
年
は
18
歳
選
挙
権

元
年
で
も
あ
り
ま
し
た
が
、

若
い
世
代
の
よ
り
早
い
社

会
参
加
を
求
め
る
と
同
時

に
、
世
代
間
の
融
和
を
ど

の
よ
う
に
築
い
て
い
く
か

考
え
る
べ
き
と
き
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

表紙の表紙の
ことばことば

　
（
取
材・写
真
撮
影
／

押
金
洋
仁
）

その他の主な補正予算 金  額 財  源
さわやか軽井沢ふるさと基金・元金分増 1044万円 他
地域介護・福祉空間施設整備補助 653万円 国
古宿跨線橋他耐震補強工事実施設計委託 1500万円 町
補装具費増 391万円 国・県・町

「補装具」　身体に障がいのある方が装着することにより、失われた身体の一部、あるいは
機能を補完するものの総称です。具体的には、義手・義足・装具・車椅子などがあります。

議案第65号 軽井沢町長の事務部局の内部組織の設置及び分掌事務に関する条例の一部改正
議案第 66号 町道借宿バイパス線新設改良工事国道ランプ部工事変更請負契約の締結
議案第 67号 離山公園内からの落石による家屋損傷に係る損害賠償の額及び和解
議案第 68号 平成28年度軽井沢町一般会計補正予算
議案第69号 農業委員会の委員及び農地利用最適化推進委員の定数を定める条例の制定
議案第 70号 軽井沢町町税条例等の一部改正
議案第71号 軽井沢町の福祉に関する条例の一部改正
議案第73号 軽井沢町立学校体育施設開放に関する条例の一部改正
議案第74号 佐久地域定住自立圏形成協定の一部を変更する協定の締結

補正
予算

　

居
宅
介
護
・
短
期
入
所
・ 

生
活
訓
練
等
を
中
心
と

し
た
障
害
者
の
自
立
支
援
の
た
め
の
給
付
費
用
で
す
。

問　

具
体
的
な
内
容
は
。

答　

新
規
の
利
用
者
が
増
加
し
て
お
り
、
主
に
ホ
ー
ム

ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
を
使
う
方
が
多
く
な
っ
て
い
る
。

答問
　

教
育
委
員
会
事
務
室
内
に
応

対
用
と
し
て
カ
ウ
ン
タ
ー
を
新

設
し
ま
す
。

問　

カ
ウ
ン
タ
ー
は
ど
の
よ
う

に
設
け
る
の
か
。

答　

組
織
改
革
に
と
も
な
い
保

護
者
の
皆
さ
ん
等
多
数
の
方

の
訪
問
が
想
定
さ
れ
る
た
め
、

そ
れ
に
対
応
で
き
る
よ
う
に

し
た
い
。
ド
ア
を
無
く
し
、

開
放
的
な
構
造
に
す
る
。

問　

現
在
の
間
取
り
で
は
狭
い

は
ず
だ
が
。

答　

現
在
の
教
育
委
員
会
の
部

屋
全
部
を
こ
ど
も
教
育
課
に

充
て
、
東
隣
の
会
議
室
に
生

涯
学
習
課
が
入
る
。

50万円

答 問答 問

議案第75号 森泉山財産組合規約の変更
議案第76号 土地の取得
議案第77号 軽井沢町営住宅の滞納家賃支払請求事件に係る訴えの提起
議案第78号～議案第84号 平成 28 年度軽井沢町一般会計・特別会計補正予算　7件
議案第 85号 軽井沢町一般職の職員の給与に関する条例の一部改正
議案第86号 軽井沢町職員の勤務時間及び休暇等に関する条例等の一部改正
発議第 1号 地方議会議員の厚生年金制度への加入を求める意見書の提出
陳情第 8号 リゾート会議都市“軽井沢”の推進に関する陳情書

600万円

障
害
福
祉

障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
費
増

サ
ー
ビ
ス
費
増

受
付
受
付

カ
ウ
ン
タ
ー

カ
ウ
ン
タ
ー

●全会一致の議案
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「批准」　すでに全権代表によって署名がなされた条約に拘束されることを国家が最終的に
決定する手続きのことです。

一目でわかる審議結果
●賛否の分かれた議案

～議決結果一覧表～

米軍輸送機オスプレイの飛行訓練を長野県東北信地域で行わせないための
有効な外交努力を安倍首相ほかに求める意見書提出を要請する請願
請願・陳情者 趣   旨 意   見 本会議結果

軽井沢９条の会
（世話人代表）

稲垣  壬午

米軍横田基地に配備されるオスプレ
イの危険性が憂慮されるため、訓練
空域から長野県東北信地域を除外す
るよう求める意見書を提出する事を
望む。

＜反対＞ 意見書は県がまとめ
て出すべき。東北信地域のみ
除外には疑問が残る。
＜賛成＞ オスプレイの危険性
は事故報道でも明らかであり、
時
じ

宜
ぎ

にかなったものである。

賛成多数で

採 択

湯川ふるさと公園の利用改善に関する請願書
請願・陳情者 趣   旨 意   見 本会議結果

軽井沢旅館組合長
小峯  弘敬

公園の占有や目的外使用が増加し、
一般利用者とのトラブルが危惧され
る。そのため利用改善への３つの対
策を要請する。
①見回り強化
②利用規則の周知徹底
③条例による規制

＜反対＞ 悪質利用が危惧され
るが、占有状況や具体的トラ
ブルの調査や事実確認がまだ
行われていない。
＜賛成＞ 軽井沢の善良な風俗
の維持と自然環境を保つため
必要である。

賛成少数で

不採択

環太平洋連携協定（TPP）批准しないことを求める陳情書
請願・陳情者 趣   旨 意   見 本会議結果

TPP 参加阻止
佐久地区連絡会議
（代表者）依田 輝孝

2013 年４月の国会決議があるもの
の、協定内容はこれに違反する。交
渉内容も公にされないままでの批准
は承認できない。議会からも意見書
を国に提出してほしい。

＜反対＞ 国の動向を見据え協
議してきた。すでに国会で承
認されたため、その後の提出
は不条理と考える。

賛成少数で

不採択

リゾート会議都市“軽井沢”の推進に関する陳情書
請願・陳情者 趣   旨 意   見 本会議結果

軽井沢リゾート会
議都市推進協議会
（一般社団法人）
軽井沢観光協会
会長　土屋  芳春

良質な避暑地である当町には、様々
な会議の開催実績もある。G７会合
の成功を踏まえ、滞在型高原リゾー
ト会議都市になるべく、今後も会議
誘致に必要な人材と予算確保を議会
からも町長へ要望してほしい。

＜賛成＞ 町がリゾート会議都
市を推進するならば、G7 会
合の検証をし、人員配置を含
めた予算確保は必要になる。

全会一致で

採 択

  請願・陳情請願・陳情  は、こうなりましたは、こうなりました

批准

一口
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ボ
ラン

ティア
ボ
ラン

ティア広場広場

今では、クリスマス時期の軽井沢になくてはならない存在となっています。
いつまでも、素敵な笑顔で歌声を聞かせてください。

軽井沢キャロル軽井沢キャロル
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
を

一
緒
に
歌
い
ま
せ
ん
か

参
加
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す

参
加
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す

参
加
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す

参
加
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す

ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
を

一
緒
に
歌
い
ま
せ
ん
か

ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
を

ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
を

一
緒
に
歌
い
ま
せ
ん
か

一
緒
に
歌
い
ま
せ
ん
か

24
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　　　軽井沢町議会
　　　長野県北佐久郡軽井沢町
　　　〒 389-0192
　　　☎ 0267（45）8910
編集／広報広聴常任委員会

印刷／有限会社東城印刷
　　　☎ 0267（45）1710

　

新
し
い
年
を
迎
え
た
ば
か
り

な
の
に
、
も
う
１
月
も
終
わ
ろ

う
と
し
て
い
ま
す
。

　

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

目
標
や
夢
を
も
っ
て
新
年
を
お

迎
え
し
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

広
報
広
聴
常
任
委
員
会
で
は
、

さ
ら
な
る
研
鑽
を
重
ね
、
皆
様

に
愛
さ
れ
る
議
会
だ
よ
り
を
お

届
け
で
き
る
よ
う
頑
張
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

本
年
も
災
害
の
な
い
明
る
く

楽
し
い
平
和
な
年
で
あ
り
ま
す

よ
う
祈
っ
て
お
り
ま
す
。

（
市
村　

守
）

議　

長　
　

内
堀　

次
雄

委
員
長　
　

川
島
さ
ゆ
り

副
委
員
長　
　

押
金　

洋
仁

委　

員　
　

寺
田
和
佳
子

利
根
川
泰
三

栁
澤　

信
介

　
　
　
　
　

 

横
須
賀
桃
子

　
　
　
　
　

 　
　

市
村　
　

守

　
　
　
　

 

篠
原　

公
子

取材：利根川 泰三

クリスマスにやっ
て来る歌声ボラン

ティア

活動はクリスマスの時期ですが、きれいなハ活動はクリスマスの時期ですが、きれいなハ
ーモニーや明るい雰囲気をかもし出せるようーモニーや明るい雰囲気をかもし出せるよう
にと、町内のソプラノ歌手の方の指導を受け、にと、町内のソプラノ歌手の方の指導を受け、
月に1回の練習をしています。月に1回の練習をしています。

旧軽井沢にある軽井沢教会の教会員が中心とな旧軽井沢にある軽井沢教会の教会員が中心とな
り、クリスマスソングを歌うことの大好きな仲り、クリスマスソングを歌うことの大好きな仲
間たち15名が集まりました。2002年から『軽間たち15名が集まりました。2002年から『軽
井沢ウィンターフェスティバル ホワイトクリスマ井沢ウィンターフェスティバル ホワイトクリスマ
ス in 軽井沢』に参加しています。ス in 軽井沢』に参加しています。

他の地域の方々も参加し軽井沢教会の他の地域の方々も参加し軽井沢教会の
ほか、軽井沢駅・恵みシャレ―・町内ほか、軽井沢駅・恵みシャレ―・町内
の老人ホーム・エルツおもちゃ博物館なの老人ホーム・エルツおもちゃ博物館な
どで活動しています。老人ホームでは、どで活動しています。老人ホームでは、
手拍子や一緒に口ずさむ姿に、こちら手拍子や一緒に口ずさむ姿に、こちら
が励まされています。クリスマスの日にが励まされています。クリスマスの日に
軽井沢教会で歌って、その年を締めくく軽井沢教会で歌って、その年を締めくく
ります。ります。

【連絡先・問い合わせ先】
事務局／上野山 晴代 ℡ 080-1151-4436
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	議会だより_24

